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　2000 年ごろから始まった行財政改
革により、10 年の間に 1,200 人もの人
員削減が進められた。
　職場は余裕がなくなり、組合員同士
の世話役活動も失われていった。
　また、青年専従者が不在となったこ
とや経験豊富な役員の退職により、組
合加入の声かけをする仲間も減ってし
まった。さらに、当局主導で新規採
用者の同期会がつくられ、「同期のつ
ながりがあるから、わざわざお金を払
って仲間のつながりをつくらなくてい
い」という声があがって、新規採用者
の加入者数が減った。
　このような状況の下、職場の仲間が
言えていた「加入するのが当たり前」
という一言も、未加入者が増えるにつ
れて言いにくくなっていった。

新採組織化にむけた状況・背景 直面した困難・課題

加入対策会議を開催し、
新規採用者の組織化と
組織強化をすすめた

❶ 新規採用者への声掛けがなぜできないのか　　
仲間の本音と向き合った

❷ 組合の意義を確認し、身近な職場の課題について、
みんなで話し合った

❸各支部・分会が主体的に動ける体制をつくった
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県職
組合員数1,888人
全職員数3,538人
（2015年5月時点）
無し

【団体区分】
【組合員数等】

【競合の有無】

岩手県職員労働組合
（岩手県本部）

職員数減少とともに加入者も減少

　新規採用者への加入の声かけをお願
いすると、「無理に加入させるのは良
くないと思う」という声があがるなど、
加入してほしいと思えていない仲間が
いた。なぜ積極的に誘えないかを聞く
と、「組合の意義がわかっていないか
ら誘えない」という声が出された。職
場では、組合の話題が出されることは
ほとんどなく、組合員同士が仲間意識
をもつこともできていなかった。
　自分たちが、労働運動に自信をもて
ない現状では、加入の声かけに前向き
になれない。この現状と向き合い、自
分たち自身が組合の必要性を理解する
こと、職場に『当たり前の労働運動』
を根付かせていくことが重要であるこ
とに気づいた。

先輩組合員が
組合活動の必要性を伝えきれない



　2016 年度は４月の中旬までの２ヵ
月間に全 11 支部で合計 21 回もの新規
採用者加入対策会議を開催する流れを
くんだ。
　これまでは、声かけの手段をどうす
るかの打ち合わせをするための対策会
議であり、声かけに「後ろ向きの声」
を出させない集まりだった。
　しかし、2016 年度は新規採用者へ
の声かけについて、「前向きな声」も「後
ろ向きの声」も本音で感じていること
を出し合い、出されたことについてど
う考えたらいいかを補強し合った。
　会議では、「組合がないと何が困る
のかわからない」という声も出された
ことから、採用まもない職員以外は聞
きにくい「組合はなぜ必要なのか」と
いう基礎知識を確認し合う機会になっ
た。

　自分たち自身の組織強化にもつなげ
るため、対策会議は継続し、このサイ
クルを定着させていきたいと考えてい
る。そのためにも、今後は、各支部・
分会が主体的に動ける体制づくりも必
要である。
　また、全職場に当たり前の労働運動
を根付かせていくために、日頃から分
会単位での学習と討論を構築し、役員
任せの運動ではなく、職場の仲間と職
場の課題解決に向けた一歩を踏み出し
ていく。

具体的な取り組み内容・工夫

解決したプロセス、効果

今後の継続的な取り組み
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仲間の本音と向き合った

職場の仲間と課題解決の一歩を踏み出す

2017年度掲載

　会議に参加した仲間からは、「組合
の意義が分かった」という声も出され、
自分たち自身が組合に自信を持つきっ
かけになった。また、「組合は職場の
課題を解決する組織だと言っても、人
員は増えず辛い」という声も出され、
職場実態を共有し、組合の取り組みを
振り返りながら、次の行動をどう踏み
出すか考え合う機会にもなった。
　丁寧な仲間とのつながりがつくれた
こと、そして組合員一人一人が職場の
課題に向き合い、自分の課題の解決に
向けた一歩を進める流れをくんだこと
から、声かけをしてくれる職場の仲間
が増えた。こうした取り組みの結果、
新規採用者の加入率は着実にアップし
ている。

自信をもって声かけできる人が
増えたから加入率アップ

採用者数 加入者数 加入率

2013年 271 34 12.5％

2014年 204 35 17.2％

2015年 193 43 22.3％

2016年 210 66 31.4％

岩手県職員労働組合の採用状況

岩
手
県
職
労
青
年
婦
人
部
役
員

新
規
採
用
者
加
入
対
策
会
議
の
様
子



　2005 年に４町合併により北秋田市
となった。旧町のうち３町が自治労加
盟、１町が競合組合での合併であり、
競合組合が併存する状況となった。
　旧４町の組織状況は、自治労加盟の
旧３町の組織率はほぼ 100％の状況で
あったが、競合組合がある旧町は他３
町と比べて人員が最も多く、合併後の
組織拡大が課題であった。
　合併後、新規採用者の自治労加入率
は 70％以上を保っていたが、合併 10
年目の 2014 年に初めて過半数を割り
込んだ。その背景には、競合組合があ
った旧町出身者が採用者の多数を占め
るという地域的な要因があったが、危
機感を募らせた組合は、これまでの取
り組みの検証に着手した。

　その前提として組合は、合併以降に
採用となり自治労側、競合組合ともに
勧誘を受けた若年層組合員の意見を聞
くことが必要と判断し、青年女性部を
主要メンバーとする対策委員会の立ち
上げを決めた。
　対策委員会に参加した若年層組合員
からは、「何も解らないのに大人数に
囲まれて加入を迫られているような感
覚になる」、「聞きたいことが聞きにく
い」、「競合組織や所属部署もほぼ同時
期に歓迎会を開催するため、飲み会が
続きおっくう」、「歓迎会の日にはすで
にどちらに加入するか決めている新規
採用者もいる」などと、ストレートな
意見が返ってきた。

新採組織化にむけた状況・背景 直面した困難・課題

若年層組合員の参加で
新規採用者組織化を
活性化

❶ 合併10年目、新規採用者の過半数が競合組合に

❷ 新採対策に若年層組合員の意見を取り入れた

❸入庁後、毎日、新規採用者に個別にアプローチ
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市職
組合員数199人
全職員数770人
（2016 年５月現在）
有り

【団体区分】
【組合員数等】

【競合の有無】

北秋田市役所職員労働組合
（秋田県本部）

４町合併で競合状態に 若年層組合員の意見
「大人数で囲まれて加入を迫られる」



　組合は、対策委員会の意見を取り入
れ、新規採用者１人に対し、新規採用
者の配属先の若年層組合員を配置し
た。また、歓迎会も昼食会に変更した。
　「入庁後１週間が勝負」と佐藤委員
長が言うように、若年層組合員は、入
庁後５日間連続で新規採用者に声をか
ける。このため、毎日訪問しやすいよ
うに、予め内容の異なる５種類の教宣
物を準備する。また、バレーボールな
どのサークル活動を中心とした声かけ
も行われている。
　これらのノウハウは、東北地連や本
部の交流集会でヒントを得ている部分
も大きいという。組合紹介パンフレッ
トは自治労の他の単組の事例を参考に
アレンジしたものだ。

　このような見直しを実行した結果、
2015 年には新規採用者の過半数を取
り戻し、競合組合の旧町出身者も６人
中２人が自治労を選んだ。2016 年は
合併後最多の 12 人が自治労に加入し、
着実に成果をあげている。競合単組の
旧町出身者も８人中３人が自治労に加
入した。
　対策委員会が果たす効果について、
高堰書記次長は「①若年層組合員自ら
が勧誘された経験を直接、次年度の取
り組みにいかすことができる、②毎年
の新採対策の取り組みに若年層組合員
が関わりを持つことで、自然と組合の
役割を学ぶことができる」と話す。次
代の担い手づくりに相乗効果を発揮し
ている。

　2016 年５月時点の自治労の組合員は
199人、競合組合は134人で、管理職を
除く組合員資格の範囲が狭いにもかか
わらず、自治労側が優位に立っている。
　これには、毎年、自治労側が新規採
用者の多数を確保している要素が大き
い。組合は、次年度の対策にむけ、今
年度の取り組み結果の検証にかかる。
　競合組合のある旧町の地域的な壁を
いかに突破するかは継続した課題であ
る。若年層組合員の意見を柔軟に取り
入れ、組織化にむけ、きめ細かな工夫
を継続していく考えだ。

具体的な取り組み内容・工夫

解決したプロセス、効果

今後の継続的な取り組み

合併後の北秋田市の採用状況
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2017年度掲載

若年層組合員が個別にアプローチ

新採対策が担い手育成に効果を発揮

地域的な壁をどう突破するか

採用者数 自治労加入者 競合組合加入者
2005 2 2 0
2006 0 0 0
2007 4 4 0
2008 3 2 1
2009 4 3 1
2010 6 4 2
2011 5 4 1
2012 5 3 2
2013 14 10 4
2014 13 3 10
2015 11 7 4
2016 17 12 5
合計 84 54 30
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　2006 年に１市４町の合併により都
城市となった。合併直後の 2006 年
に 94.0％あった組織率は年々低下し、
2015 年に 81.9％まで下がった。一番
の原因は、新規採用者の組合加入が伸
び悩んだことにある。新規採用者の加
入状況は 2011 年 47％、2012 年 45％
と過半数を割り込んだ。2013 年は
66％と過半数は確保したものの、なか
なか加入が進まなかった。
　これには、数年前から時間内の組合
活動や共済の説明会ができなくなった
ことが大きく、時間外の説明会で、組
合執行部を中心に加入呼びかけを行っ
たが、なかなか効果が上がらなかっ
た。

　新規採用者に声をかけると「組合に
入るメリットって何？」「組合のこと
を何も知らないのに加入するのは怖
い」などさまざまな声があがる。昔は
何も分からずとも先輩職員に言われれ
ば組合に入る傾向があったが、今は難
しいのが現実だ。
　「新規採用者の意識の変化について
いかなければならない。このままでは
組織率が下がるばかり。組合として新
規採用者の意識の変化にどう対応して
いくかが問題」と宇戸委員長が言うよ
うに、組合はユース部と新たな対策に
着手した。まず、意識したことは組合
色を薄め、加入のハードルを低くする
ことだった。

新採組織化にむけた状況・背景 直面した困難・課題

ユース部と共同で
新規採用者のニーズを探り
加入率100％達成

❶ ユース部を取り組みの主体に

❷ 組合からの説明を減らし、
新規採用者との対話を重視した

❸ 仲間づくりの場としての「パン会」の存在
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新採加入が伸び悩み組織率も低下 新規採用者の意識にどう対応するか

市職
組合員数827人
全職員数1,242人
（2016 年10月現在）
無し

【団体区分】
【組合員数等】

【競合の有無】

都城市役所職員労働組合
（宮崎県本部）



　組合説明会では、説明は委員長のあ
いさつのみにとどめ、時間のほとんど
はユース部役員と新規採用者の雑談を
中心に行った。組合からの一方的な説
明よりも、身近で相談しやすいユース
部役員との関係づくりを意識した。
　さらに、2016 年からフロア別で組
合役員と新規採用者で「パン会」を開
いた。宇戸委員長は「少人数でパンを
食べながら、職場の悩みを話し合う。
会を開くたびに人が増え、仲間として
のつながりも強くなっている」と話す。
既に保育職場で実施したほか、新規採
用者に限定せず、対象を広げる予定
だ。

　こうした取り組みが実を結び、2015
年には新採加入率 100％を達成した。
組合活動に積極的な新入組合員も出始
め、2015 ～ 16 年で執行部役員１人と
３人のユース部役員が誕生し、ユース
部の活動自体も活性化している。
　さらには、都城市職労が主導して、
近隣の鹿児島県内の単組を含めた２市
１町の新規組合加入者の合同学習会・
交流会を行っている。滅多に会うこと
のできない同世代の仲間と意見や悩み
を共有し、つながりを作ることができ
た。参加者アンケートの反応は良好
で、執行部は手応えを感じている。

　しかし、2016 年の加入率は中間結
果で約 50％と伸び悩んでいる。宇戸
委員長は「昨年以上に取り組みをした
にもかかわらず、加入率が下がった。
今後、原因を探っていくが、組織化に
正解はない。簡単に諦めずにチャレン
ジするしかない」と話す。
　今回、宇戸委員長が未加入者に加入
を呼びかける手紙を送付した。地道な
取り組みだが、１人から加入届が届い
た。「このような取り組みが結果に結
びつくものだと実感した。新規採用者
と話し、楽しく交流をする中から、ニ
ーズを探り、今後の活動に生かしたい」
と

こも

口
ぐち

書記長は話している。

具体的な取り組み内容・工夫

解決したプロセス、効果

今後の継続的な取り組み
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組合からの説明を減らし
新規採用者との雑談を中心に

ユース部の活性化で
新採加入率100％を達成

組織化に正解はない
あるとすればチャレンジすること

組織化実績 採用数 加入数 加入率

2015年４月 20 20 100％

2014年４月 20 13 65％

2013年４月 35 23 66％

組
合
加
入
率
100
％
記
念

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
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2017年度掲載



　栃木県・小山市立小山市民病院は、
2013 年４月１日、非公務員型の地方独
立行政法人に経営形態が移行され、新
小山市民病院になった。これまでは、
小山市民病院の労働組合は看護師だけ
でつくる小山市職員労働組合の分会と
して活動していたが、独法化に伴い単
独組合となった。
　独法化により、病院で働く職員は自
治体職員でなくなるため、これまでと
同様に賃金や労働条件が確保されるか
の不安があった。
　独法化時点の 2013 年４月の組織状
況は、職員総数 418 人のうち組合員は
174 人、組織率は 41.6％と職員総数の
過半数を割っていた。

　病院当局からは、独法後の３年間は
自治体職員と同様の賃金水準を維持す
るとの説明を受けていた。
　しかし、独法後３年後の賃金水準が
どうなるかまで保障されておらず、職
員総数の半数に満たない組織状況のま
まで病院当局に対抗していけるか危機
感があった。
　さらに、病院職場の特有の課題とし
て、毎月数人の職員が退職し、その退
職者以上の数が毎月、新規採用者とし
て採用される。
　新規採用のタイミングに遅れること
なく、常に意識して組織化に取り組む
必要があった。

新採組織化にむけた状況・背景 直面した困難・課題

独法化の危機感をバネに
新規採用者・未加入者を
組織化

❶ 職場の過半数を割っていた組織率

❷ 病院の地方独法化でどうなるかの不安

❸執行部に「新規採用者組織化班」をつくり
　オルグに取り組んだ
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その他民間事業所労組
組合員数301人
全職員数530人
（2015 年11月時点）
無し

【団体区分】
【組合員数等】

【競合の有無】

新小山市民病院労働組合
（栃木県本部）

2013年に地方独法に移行 独法後３年後の賃金水準の不安



　単組執行部を中心に新規採用者にと
どまらず、未加入者に対し、独法後の
労働条件の課題や組織強化の必要性を
機関紙で訴えた。
　その上で、組合の中でオルグ担当の
「新規採用者組織化班」をつくり、単
組執行部で手分けをして加入拡大に取
り組み続けている。
　また、新小山市民病院労働組合を小
山市職員労働組合が全面的に支えてい
る。病院当局との交渉には市職労の書
記長も参加しており、月１回の執行委
員会には県本部役員・組織拡大オルグ
も出席し、単組活動をサポートしてい
る。

　新規採用者、未加入者に加え、これ
まで取り組めていなかった臨時・嘱託
職員も含めて組織化に取り組み、独法
後の 2013 年４月から 12 月までのわず
か９か月間で 81 人の増加を果たした。
組織率も 41.6％から 57.8％と約 16％
もアップし、過半数を超えた。
　その後も継続的に組織化を進め、
2014 年 11 月には組合員は 300 人とな
り、組織率も 60.8％に到達した。独法
後１年７か月の間で、組合員が 126 人
も増加したことになる。
　独法後の労使関係も安定しており、
新しい手当の増設など、組合要求も着
実に前進している。

　単組執行部が所属する病棟では、ほ
とんどが組合員となっているものの、
多数加入している病棟とそうでない病
棟に分かれている。
　単組執行部が面談して勧誘すると、
加入に応じてくれるケースが多いが、
組織化のための時間をねん出すること
が課題となっている。
　夜勤などの勤務の関係で、新規採用
者も含め未加入者に加入を勧めるため
の面談時間を確保してもらうこと、単
組執行部自身も組合活動の時間をどう
確保するかも大きな課題となっている。
　単組執行部で役割分担しながら、貴
重な時間をやりくりして組織化に取り
組んでいる。

具体的な取り組み内容・工夫

解決したプロセス、効果

今後の継続的な取り組み
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執行部で組織化班をつくってオルグ

９か月で約16％も組織率がアップ

病棟ごとの組織率格差が課題
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組織化実績 組合員数 組織率

2013年4月 174 41.6％

2013年12月 255 57.8％

2014年11月 300 60.8％

2015年11月 301 56.8％

2016年度掲載



　流山市職員組合の新規採用者の組合
加入状況は、2010 年から 2012 年の３
年間で 20 人、率では 19.8％という加入
率で、自治労の全国平均を大きく下回
っていた。組合の組織率も 40％弱で過
半数を満たしていない。また、組合員
の構成にも偏りがあり、ほとんどが現
業と保育職場の組合員で、全体の 90％
を占めている状態。他の自治体単組と
比較しても、事務職の組織率が非常に
低い構成となっている。ただ、脈々と
受け継がれてきた組合活動は活発で、
年に 80 回の交渉や自治労の中央行動に
積極的に参加するなど、存在感のある
活動を継続している。

　従来、説明会は４月１日かその２～
３日後の「昼休み」に、当局の了解を
得て行っていた。説明の際には、自治
労の歴史や成り立ち、運動の必要性や
戦後労働運動について丁寧に話をして
いたが、社会人になったばかりの若い
人にはややレベルが高く、うまく伝わ
らなかった。そのため、説明をしてい
る途中で、１人抜け２人抜けと退席し
ていき、最終的には１人か２人しか加
入してくれないような年もあった。ま
た、説明が時間内ではなく昼休みとい
うこともあり、新採の人たちを話で惹
きつけるのが難しい環境でもあった。

新採組織化にむけた状況・背景 直面した困難・課題

時間内説明会の
30分が勝負

❶ 新規採用者の加入率が５％前後から40％超へと
大幅アップ
❷ 説明会の時間を「４月１～４日いずれかの昼休み」
から「４月１日の午後４時半」に
❸ 役割分担の明確化と体制整備で組織化を
盛り上げる

ポ
イ
ン
ト

1 2

３年間の加入者は20人 昼休みの説明会で退席する新採者

市職
組合員数293人
全職員数985人
（2016 年１月時点）
無し

【団体区分】
【組合員数等】

【競合の有無】

流山市職員組合（千葉県本部）



　「このままでは組織が成り立たなくな
る」と危機感を募らせ、新たに松本書
記長が就任した際に説明会のやり方を３
点変更した。１点目は、まず説明会の時
間変更を当局交渉で勝ち取り、新採むけ
の説明会を時間内に行うことにした。こ
れで、途中退席者を防止し、話を最後ま
で聞いてもらえる環境にした。２点目に、
話す内容を変え、歴史や運動のような大
きな視点の話から、「組合は組合員とそ
の家族を守るためにたたかう」という、
個人視点の話にした。３点目は、説明す
る書記長の服装などの見た目を変え、普
段の作業着ではなく、派手なスーツを着
用し、印象を強く残すことを意識した。

　ただ、書記長の話の中身や、説明す
る時間が変わるだけでは、加入率の大
幅アップは実現しなかった。執行部で
組織化にむけた対策会議を毎年開き、
「委員長はあいさつ」、「書記長は組合
の加入説明」、「執行委員の●さんは個
別フォロー」、「●さんは加入用紙を配
る」、など、きちんと役割分担を明確
にした。執行部はこれを「プラットフ
ォーム（体制）」と呼び、組合全体で
新規採用者対策を盛り上げるための
「仕組み」を作った。また、当日の説
明用の配布物はＡ３の両面印刷１枚だ
けで、文字ばかりではなく、写真を掲
載するなど見て分かるものにするなど
の工夫もしている。

　2015 年度の新規加入説明会は、近
年のように上手くいかなかった。人事
課の説明が長引いてしまい、組合の説
明会の開始時間が５時になり、聞く側
の集中が途切れてしまった。来年は絶
対に時間厳守をさせ、更にもう一工夫
を加える予定だ。ここ数年で加入して
くれた若手の職員に、組合について一
言話してもらうことを考えている。新
規採用の人たちに近い年齢の人から話
した方が、親近感や信頼性があるとい
う発想からだ。これまで先輩たちが築
きあげてくれた賃金労働条件の改善を
継続するため、担い手をきちんと確保
して将来につなげるため、組織化にむ
けた工夫を継続していく。

具体的な取り組み内容・工夫

解決したプロセス、効果

今後の継続的な取り組み
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4

5

説明会を時間内に変え、
話す内容も個人の視点で

組合全体で組織化する体制を整備

毎年少しずつ変化を加えた取り組みを

組織化実績 採用数 加入数 加入率

2013年4月 36 13 36.1％

2014年4月 40 23 57.5％

2015年4月 23 13 32.5％
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